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＊　2　月　の税金＊

固　定　資　産　税（4期分）納　期　2月17日（月）－28日（金）

◎町税の納税Iお便利で安心な口座振替で／／お申込みは、金融機関へ。

顎扱金融機関は、遠賀郡農協遠賀支所、遠賀借用金底、福岡銀行です。
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第380号

正しく早めに義足申告
2月17日は）一3月15日㈱

申告の必要な人は

○事業などを営んでいる人

○地代・家賃などのある人

○土地や建物を売った人

○サラリーマンで2ヵ所以

上から給料のある人など

、
）
2（配への心筋⑬塵

所
得
税
　
の
　
確
定
申
告

昭
和
六
十
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
該
当
者
は
も
れ
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
印
は
酸
渡
所
得
の
み
受
付
け
し
ま
す
。

右
日
程
に
来
ら
れ
な
い
人
は
3
月
3
日
（
月
）
、
3
月
5
日
（
水
）
、

6
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

遠
賀
郡
四
方
町

消
防
合
同
出
初
式
行
わ
れ
る

◎
福
岡
県
消
防
匪
会
長
表
彰

。
永
年
勤
続

二
十
五
年
副
団
長
石
松
芳
城

十
五
年
　
分
団
長
　
柴
田
　
轄
則

十
年
∴
∴
削
分
団
長
　
舛
添
　
忠
臣

班
　
長
　
添
田
　
正
一

団
　
員
　
古
畑
　
賞
美

団
　
鼠
　
松
井
　
正
博

団
　
凪
松
井
　
政
人

団
　
凪
　
三
島
　
祀
夫

。
優
良
団
⊥
l
　
班
∴
長
　
山
中
　
英
二

間
∴
Ⅲ
∴
諾
山
　
正
義

団
∴
鼠
∴
輩
　
俊
一

◎
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

班
　
長
　
舛
添
∴
知
慮

『
炎
が
残
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
』

寒
い
日
が
続
き
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使

用
さ
れ
る
霧
が
多

．
遠
賀
郡
四
力
町
消
防
合
同
出
初
式
．
が
今

年
は
水
巻
町
南
由
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
多
数
の
見
学
者

が
見
守
る
由
、
分
列
行
進
や
車
両
行
進
、
ま

た
ポ
ン
プ
車
操
法
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
、
は
し
こ

理
操
法
な
ど
の
披
態
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
永
年
勤
続
団
員
な
ど
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
太
町
関
係
者
の
み
、
敬
穣
略
）

◎
消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
車
　
団
長
　
吉
野
克
態

い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
で
多
い
の

か
、
給
油
所
の
不
注
憲
で
火
災
と
な
る
ケ

ー
ス
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
つ
ま
み
は
消
火
に

し
て
も
、
約
二
、
．
一
分
間
、
炎
は
消
え
な
い

で
燃
焼
筒
の
巾
で
小
さ
な
炎
と
な
っ
て
残
っ

て
、
こ
れ
に
灯
油
が
飛
沫
し
て
欝
火
し
、
火

災
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

給
油
の
時
は
、
次
の
こ
と
を
注
厳
し
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
は
必
ず
消
す
こ
と

・
簡
易
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
時
は
、
ス
ト
ー

ブ
か
ら
離
す

o
過
剰
に
給
油
し
な
い

。
給
油
中
そ
の
場
を
離
れ
な
い

o
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
最
後
ま
で
必
ず
し

め
る

。
荊
火
は
給
油
後
す
ぐ
に
し
な
い

郡
内
火
災
・
救
急
件
数

（
1
月
か
ら
1
2
月
末
ま
で
）
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16与り鴫軍機
膿備技繕績日食
「いつでも、だれでも、気軽に」

映写機の取扱いができることを目

的に16ミリ映写機の講習会を開き

ます。

♭日　時　2月22日・13時－17時

2月23日・9時一17時

D場　所中央公民館

♭対　象　公民館、PTA、子ど

も会育腕会の各関係者

定員20名

♭申込締切　2月14日（釣

♭申込先教育委員会社会教育誤

審（293）1355

偶電照国男鷺黄葉

●遠賀川保育園

㊨（鑓3）0184

●山びこ保育園
㊨（293）2227

昭和61年度の保育園定員に

余裕があります。家庭内で保

育できないお子さんをお預り

します。

♭保育時間　7時30分－18時

♭入所園児　0歳児から

どうぞ、お気軽に最寄りの

保育所、または、役場福祉係

へおたずねください。

も　　　　　　　　　　　　　　　　　と）

6積雪お題
2月15日～3月2日

毎年この時期には、良質米

生産の一週として病害虫の発

生源及び野ねずみの巣となっ

ている原野、河IiL喧嘩など

の野焼きを行います。

野焼きを行っている場所に

は危険ですから近づかかいで

ください。

また、道路が煙で見えない

時がありますので通行時に

は十分ご注意ください。

－遠賀町役場産業課－

西
川
を
遡
る
（
Ⅲ
）

柁
圃
橘
を
東
に
渡
り
、
背
の
西
川
の
右
岸

だ
っ
た
道
を
上
流
に
浅
春
の
方
に
歩
く
。

「
高
瀬
白
話
」
に
出
て
い
る
－
は
や
日
も

七
と
い
う
時
過
る
頃
、
こ
こ
の
有
富
民
の
う

ら
に
つ
き
ぬ
。
す
ゞ
ろ
さ
む
く
、
色
よ
き
お

く
手
の
し
ろ
態
に
、
打
し
な
え
た
る
は
、
さ

び
し
き
物
の
か
っ
は
ゆ
だ
か
な
り
。
I
l
広

々
と
埋
立
て
ら
れ
て
、
も
と
の
川
筋
な
ど
全

く
み
え
ず
、
一
面
雑
草
の
原
で
あ
る
。
右
手

の
山
脈
は
ゴ
ル
フ
場
に
つ
つ
く
冬
山
で
、
左

に
馬
頭
山
が
見
え
る
。

通
の
左
は
替
か
ら
の
家
並
で
、
今
は
ほ
と

ん
と
の
家
が
改
築
さ
れ
て
新
し
い
家
々
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
樹
々
は
昔
か
ら
の

も
の
で
あ
ろ
う
、
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
白
や
紅

の
山
茶
花
が
眼
に
と
ま
る
。

浅
木
公
民
館
、
浅
水
内
科
病
院
の
あ
る
あ

た
り
を
昔
、
山
渡
り
と
呼
ん
で
い
た
そ
う

で
、
こ
こ
に
浅
木
神
社
の
お
旅
所
が
在
っ
た

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

ふ
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
、
神
社
の
万

に
夢
く
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
神
社
の
梶
に

在
る
石
碑
を
た
ず
ね
る
こ
と
だ
っ
た
。

浅
水
宮
の
正
面
石
段
を
罷
ら
ず
右
手
に
少

し
ゆ
く
と
、
こ
の
附
迄
の
人
々
が
「
工
へ
ン

様
」
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
木
の

根
っ
こ
が
欝
し
た
と
こ
ろ
に
、
斜
に
か
か

っ
た
格
橋
の
石
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
こ
を
通
る
噛
、
人
々
は
「
工
へ
ン
」
と

呟
は
ら
い
し
て
通
る
と
の
こ
と
。
ほ
ん
と
の

言
い
伝
え
は
知
ら
な
い
が
、
あ
る
人
の
請
で

は
こ
の
あ
た
り
に
曹
大
切
な
堰
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
「
セ
キ
に
噛
ん
で
咳
き
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
聞
く
。

エ
へ
ン
様
の
横
の
坂
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に

小
さ
な
石
に
人
形
ら
し
い
彫
り
の
碑
が
あ
っ

て
、
季
節
の
花
や
、
お
供
物
な
ど
が
見
え

る
。
毎
日
参
拝
を
欠
か
さ
な
い
と
い
う
H
さ

ん
の
崩
で
は
、
昔
こ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
押

紙
に
関
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
古
い
土
地
の
番

り
に
う
た
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

浅
木
は
普
た
く
さ
ん
の
燐
が
縦
横
に
あ
っ

て
、
堰
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
聞
く
。

築
城
の
堰
か
ら
田
ん
ぼ
の
南
の
こ
み
ち
を
歩

い
て
み
る
。

白
サ
ギ
が
あ
ち
こ
ち
に
下
り
て
、
餌
を
あ

さ
っ
て
い
る
。
そ
の
日
さ
が
枯
れ
ば
て
た
田

の
面
に
映
え
る
。
縫
取
堰
か
ら
蛇
池
あ
た
り

ま
で
ゆ
く
。

ふ
り
む
く
と
末
寺
の
田
ん
ぼ
は
冬
の
陽
に

か
が
や
い
て
美
し
い
。
去
年
あ
た
り
か
ら
時

々
鶴
が
来
る
と
の
塙
を
闘
い
だ
が
、
何
と
か

一
度
、
遠
賀
の
田
ん
ぼ
で
鶴
の
姿
を
見
た
い

も
の
で
あ
る
。
今
年
の
「
引
き
餓
」
の
季
節

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
後
つ
と
し
よ
う
。

（
片
山
花
御
史
）

続
凄
蒜
貝
町
文
学
散
歩
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聞

胤

走
ろ
う
大
会
の
出
場
者
募
集

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
施
策
推
進
モ
デ
ル
町
」

研

究

発

表

大

会

▽
日
　
時
　
3
月
9
日
（
日
）
小
雨
決
行

開
会
式
9
時
0
0
分

ス
タ
ー
ト
1
0
時

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
周
回
通
路

▽
駐
日
と
睡
離

・
個
人
の
部
＝
・
小
学
校
三
年
～
六
年

2
鳥

・
中
学
校
一
年
以
上
一
般

5
わ

。
団
体
の
郵
I
I
父
と
小
学
生
、
母
と
小
学

生
、
夫
婦
（
二
人
の
合
計

タ
イ
ム
）

▽
申
込
締
切
　
2
月
2
4
日
（
月
）

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
体
育

係
　
＄
（
2
9
3
）
5
4
3
4

ミ

ニ

バ

　

レ

ー

競

技

の

結

果

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

指
導
者
研
修
会

一
般
の
方
で
需
祭
聖
者
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
3
月
1
6
日
へ
日
）

9
時
5
0
分
－
ュ
5
時

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
困
　
容
。
誰
演
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
か
ら

み
た
連
動
処
方
」
　
（
仮
題
）

・
実
技
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
申
込
締
切
　
3
月
9
日
（
日
）

▽
申
込
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
体
育

係
∴
禽
（
2
9
3
）
5
1
3
1

遠
賀
町
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
二
年

間
、
文
部
省
か
ら
毒
か
な
心
を
育
て
る
施

寛
推
進
モ
デ
ル
町
」
の
指
定
を
受
け
、
研
究

と
実
践
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
．

こ
の
た
び
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、
研
究

発
表
大
会
を
開
催
し
、
内
外
の
こ
批
判
を
仰

ぐ
こ
と
と
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
2
月
2
5
日
（
火
）

9
時
5
0
分
－
1
6
時

▽
場
所
　
英
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
宝
　
鑑
　
豊
か
な
心
を
育
て
る
施
簡
推
進

協
議
会

冶
費
町
・
遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
後
　
援
　
福
岡
県
教
重
鎮
貝
会

▽
内
　
容

・
研
究
発
表
　
研
究
推
進
部
会
（
七
部
会
）

動
労
生
産
・
自
然
教
室
・
体
力
つ
く

り
・
苗
少
年
地
域
活
動
・
背
少
年
健

全
育
成
P
T
A
活
動
・
家
庭
教
育
学

級
・
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成

・
記
念
殺
漬
∴
演
題
「
私
の
子
育
て
考
＝

私
の
親
父
諭
」

離
師
　
落
語
家
　
三
遊
亭
円
楽
氏

な
お
当
日
の
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
季
刊
第
聾
者
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
∴
舘
へ
2
9
3
）
1
3
5
5
へ
こ
連
絡

く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
六
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
競
技

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
女
牲
は
か
り
の
四
十
域
以

下
と
以
上
に
動
か
れ
、
全
一
九
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

伽
歳
以
　
上
の
部

⑤

　

　

⑤

老

曳

A

若
　
　
松

た
。
そ
の
給
果
、
四
十
歳
以
上
チ
ー
ム
の
鍾
勝
は
昨
年
に
引
き
続

き
老
良
A
が
、
準
健
勝
は
砦
松
、
ま
た
四
十
歳
以
下
は
東
和
苑
A

が
優
勝
、
準
優
勝
は
旧
任
で
し
た
。

側

歳

以

下

の

部

⑤

　

　

④

東
和
菟
A
　
　
　
　
　
　
　
旧
　
傭

・
子
供
を
温
か
く
見
守
り
、
は
め
な
が
ら
譲
勤
し
よ
う

・
他
人
の
子
供
も
愛
情
を
も
っ
て
叱
り
、
指
導
し
よ
う



（5）公⑱西の餌

遠賀町にキャンプ場を

整地作業をする遠賀山友会のみなさん

遠賀山友会が、西町の「山の神」に昨年の3月か

らキャンプ場を作っています。自然の中で子供の冒

険心を餐い、親子で楽しめるように、今年の夏のキ

ャンプシーズンには間に合わせたいと1月18日、19

日は会員15名が泊り込みで大木の棟の除去や整地に

汗を流しました。
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「貰重な資源を有効に利用しよう」
一新町子ども会、廃品回収－

1月26日、朝から小雪が舞う日曜日、新町の子ど

も会が廃品回収を行いました。同区では、子供たち

に資源の再利用と物を大切にする心を養うために年

に3回ほど実施しています。子供たちは寒さにも負

けずIlヤーカーや自転車で元気いっぱいがんばりま

した。

∵‾二や千言「‾専一・子中　∴∴∴∵∴二　一二∴二　一一 
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第380号

お的電≪館合恥
民俗資料館（中央公民館3F）

火曜～土曜　8：30－17：00

日曜　　　　8：30－12：00

月曜・祝日は休館

1月19日、広波小学校で、町内をはじめ郡内、

中間市から約400人のソフトボールの選手が参加

して駅伝大会が開かれました。日ごろはソフト

ボールでがんばっているチピン子達が、この日

は父兄の盛んを応援を受けて各チーム対抗、個

人戦にと汗を流しました。終了後、ぜんざいを

食べながら各チームの交流会も行われました。

出
田
　
本
国
訪
　
武
宮
　
正
樹

目
先
　
意
死
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
　
…
石
塔
シ
ポ
リ

3
分
で
2
織
、
1
分
以
内
で
有
農
事
。

出
田
　
＾
段
　
北
村
　
言
募

●
ヒ
ン
ト
・
初
手
は
す
ぐ
お
分
か
り

で
し
ょ
う
が
、
三
手
首
は
，

8
分
で
3
纏
、
3
分
で
初
履
以
上
。

持
駒
　
飛
越
織

二
一
二
　
四
　
五
∴
六
　
七
　
八
　
九

㊥
…
録
㊥
一
。
有
段
を
目
指
し
て
〇
一
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吉野　慎司くん

（警碧さんの良男）
憫和60年4月20日生

ポクは、なんでも好ききらい

なく食べるおりこうさんなんだ
ヨ。それにおとうさんも、おか

あさんも仕謡でおそいけと、ち

ゃんとおろす蕃してるんだ。え

柴田　ゆかりちゃん

（和芥子さんの二枚）
憫和60年3月26日が

私もやっぱり、′くバ似・・・・・。

いたずら大好き．／わんぱく大好

き〝かおりおねえちゃんに負け

てはいられない。家敏の皆は、

遠賀のお嬢様になれると、すで
に特訓開始です。よろしく′／　らいでしょ。

複雷は　あまり動くことので

きか、人が胸や腹の部分を湿布

するときに役立ちます。つまI）

体を動かさずに湿布の取り替え

ができるからです。作り方は′穴

のとおりです。

⑥＼閥の1．5伸二切る

（畿謹諮）
●日本手ぬぐいあるいは

さらしを使う。

●3枚の布を重ねる。

●重ねた布の中心をぬう。

●④から⑱の順に包む。

）6（閲への心筋⑰塵

健
廓
と
衛
盤
の
ペ
ー
ジ

凱
艦
相
談
日

獄
婦
捉
談

ま
き
富
田
の

〔
払
戚
レ
㊤

▽
期
　
日
　
2
月
1
7
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
I
m
時
0
0
分

▽
勘
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
－
6
カ
月
児

▽
持
参
品
∴
母
子
手
帳
、
ハ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
蛾
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

▽
料
金
　
無
料

▽
期
　
日
　
2
月
2
5
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さ
い

▽
勘
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
印
巽
母
子
手
帳
受
領
者
の
み
）

▽
内
容
　
新
生
児
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

地

湿
布
に
は
、
温
湿
布
と
冷
湿
布
、
温
、
冷

両
方
に
使
え
る
パ
ッ
プ
剤
湿
布
が
あ
り
ま

す。

四
国
は
賀
商

温
湿
布
は
血
液
の
循
環
を
よ
く
し
、
摘
み

を
抑
え
、
手
足
や
関
節
の
連
動
を
楽
に
し
ま

す
。
ま
た
、
赤
く
な
っ
て
熟
を
も
つ
、
は
れ

る
、
嫡
む
な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
、
回
復
を

早
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

①
湿
布
を
あ
て
る
と
こ
ろ
に
、
や
け
ど
防
止

の
ワ
セ
リ
ン
を
塗
る
。

②
湿
布
を
絞
っ
て
手
首
の
内
側
に
あ
て
て
温

度
を
確
か
め
、
患
者
の
患
部
に
あ
て
る
。

⑨
湿
布
よ
り
大
き
く
切
っ
た
調
理
用
ラ
ッ
プ

ま
た
は
ビ
一
丁
ル
を
上
か
ら
あ
て
、
冷
め
な

い
よ
う
に
、
さ
ら
に
上
か
ら
毛
織
布
を
あ
て

る。④
患
部
に
包
帯
（
三
角
布
や
複
拷
）
を
ま
き

ず
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
や
け
ど
を
さ
せ
な
い
よ
う
、
湿
布
の
温
度

に
注
慈
す
る
。

・
湿
布
を
と
り
か
え
る
目
安
は
約
三
時
間
。

湿
布
に
っ
て
患
部
が
赤
く
な
る
、
か
ゆ
く
な

る
、
摘
む
な
ど
の
班
常
が
お
き
た
時
は
湿
布

を
や
め
、
医
師
に
報
告
す
る
。

面
容
は
賀
詞

縮
み
、
炎
症
を
和
ら
げ
、
化
膿
を
抑
え
る

の
に
効
果
が
あ
り
、
打
撲
や
ね
ん
ざ
の
時
に

使
い
ま
す
。

四
四
日
間
圏
謂

パ
ッ
プ
剤
は
布
に
の
は
し
て
使
う
も
の
と

そ
の
ま
ま
使
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
種
類
に

よ
っ
て
十
二
－
二
十
四
時
間
謹
度
の
籠
続
的

効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
か
ぶ
れ
や
す
い
人
は

注
超
し
て
く
だ
さ
い
。

①
パ
ッ
プ
剤
は
、
温
湿
布
の
勘
合
は
袋
ご
と

熱
い
湯
に
つ
け
て
温
め
、
冷
湿
布
は
そ
の
ま

ま
使
う
。

②
袋
の
角
を
切
り
、
布
（
綿
ネ
ル
な
ど
）
の

上
に
、
約
五
ミ
リ
の
厚
さ
に
の
は
し
、
そ
の

上
を
ガ
ー
ゼ
一
枚
で
召
っ
。

⑤
ガ
ー
ゼ
の
ほ
う
を
患
部
に
あ
て
、
油
紙
を

圏
音
読温
め
る
、
冷
や
す
は

症

状

に

よ

っ

て

異

な

る

方
法
は
、
湿
布
を
水
で
絞
る
こ
と
と
、
毛
　
か
ぶ
せ
（
温
湿
布
の
場
合
は
、
そ
の
工
か
ら

織
布
は
当
て
な
い
こ
と
の
ほ
か
は
、
温
湿
布
　
毛
織
布
を
）
包
常
を
す
る
。

と
同
じ
で
す
。

※
は
ず
し
た
後
は
、
パ
ッ
プ
剤
が
皮
膚
に
残

ら
な
い
よ
う
ふ
き
と
る
。
湿
り
気
を
ふ
い
て

パ
ウ
ダ
ー
を
振
る
。
湿
布
を
は
ず
し
た
あ
と

は
皮
膚
の
保
護
の
た
め
、
二
、
三
日
包
帯
を

し
て
お
く
と
よ
い
（
温
・
冷
湿
布
の
吻
合
も

両様）。

◇
　
　
　
　
◇

湿
布
は
、
温
め
る
か
冷
や
す
か
に
よ
っ
て

効
果
の
現
れ
方
が
異
な
り
ま
す
。
自
分
勝
手

に
せ
ず
、
医
師
の
指
示
を
仰
ぐ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
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封
割
引
∪

◎
申
込
み

▽
場
所
役
場
壁
係
窓
口

▽
申
込
日
　
2
月
1
2
日
（
水
）
か
ら
受
付

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
一
日
各
0
0
名

▽
料
金
　
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
検
珍

▽
期
　
日
　
2
月
従
日
（
水
）

2
月
2
7
日
（
木
）

2
月
2
8
日
へ
e

▽
時
　
間
　
受
付
　
8
時
細
分
～
m
時
0
0
分

検
査
　
9
時
－

▽
掲
所
中
央
公
民
館
玄
関
前

∩
守
昌
弱
諮
l
掛
U

◎
申
込
み

▽
場
　
所
　
役
均
保
健
衛
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
2
月
2
4
日
（
月
）
か
ら
受
付

密
賃
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
建
∴
員
一
日
各
1
5
0
名

▽
料
金
　
重
昂
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
横
形

▽
期
　
日
　
3
月
5
日
（
水
）

3
月
7
日
（
金
）

3
月
1
2
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

検
査
　
1
0
時
5
0
分
か
ら

▽
勘
　
所
　
中
天
公
民
館
玄
関
前

▽
申
込
み
手
続
　
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口
ま
た
は
電
話
で
申
込
み

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

増
え
続
け
る
心
臓
病

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
と
い
え
は
、
I
成
人
病
の
代

襲
的
な
も
の
で
す
。

現
代
は
．
成
人
病
の
時
代
．
と
い
わ
れ
ま
す
。
四
十
寂
を
過
ぎ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
病
気
と
隣
り
合
わ
せ
で
頼
か
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ
と
い
え
な
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。

な
か
で
も
三
大
成
人
病
．
と
い
わ
れ
る
三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
率
を
み
て
み

ま
す
と
、
近
年
、
脳
卒
中
の
死
亡
率
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
心

臓
病
は
増
加
の
カ
ー
プ
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
九
年
の
節
狩
で
は
、

①
が
ん
⑪
脳
卒
中
③
心
臓
病
の
順
位
で
し
た
が
、
昭
型
（
十
年
に
は
死
亡

率
の
璽
一
位
と
第
三
位
が
逆
転
し
、
心
臓
病
が
第
二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た

ー
欧
米
型
に
な
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
心
臓
病

●
狭
心
症
　
　
　
　
　
脈
が
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た
り
、
動
脈
硬
化

心
臓
に
分
布
す
る
冠
状
劫
　
に
な
っ
て
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
と
、
心

－
…
～
…
‥
－
…
三
、
・
－
－
三
－
‥
∴
∴
一
臆
の
筋
肉
は
酸
素
不
足
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

不
妊
症
　
の
　
お
話
　
㈲

折
尾
田
中
藍
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

今
回
は
、
排
卵
を
　
経
は
生
命
神
経
と
も
い
わ
れ
、
本
人
の
露
悪

起
こ
さ
せ
る
方
法
を
教
え
て
く
だ

さい。ま
ず
排
卵
の
起
こ
る
仕
組
み
を
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

大
脳
に
は
、
大
脳
半
球
と
い
っ
て
半
月
形

の
連
動
と
感
覚
の
中
枢
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
頭
が
い
骨
と
せ
き
柱
と
が
結
合
す
る
所

に
面
す
る
部
分
を
脳
底
部
と
い
い
、
そ
の
中

に
自
律
神
経
の
中
枢
が
あ
り
ま
す
。
自
律
柏

に
支
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
生
命
の
欝
を

調
節
し
て
い
る
の
で
す
。
排
卵
も
こ
の
自
律

神
経
の
命
令
を
受
け
て
い
ま
す
。
自
律
神
経

の
刺
激
を
受
け
て
、
自
律
神
経
と
結
ば
れ
て

い
る
脳
下
垂
体
の
前
葉
は
、
プ
ロ
ラ
ン
A
、

プ
ロ
ラ
ン
B
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
秘
さ
れ

血
流
に
よ
り
卵
巣
に
運
ば
れ
て
排
卵
を
起
こ

し
、
黄
体
を
作
る
の
で
す
。
脳
底
部
に
あ
る

視
丘
下
部
、
脳
下
垂
体
、
卵
巣
の
三
つ
の
機

能
が
正
常
に
行
わ
れ
て
、
排
卵
が
起
こ
る
の

で
す
。
こ
れ
で
、
脳
と
排
卵
の
密
接
な
開
襟

が
お
分
か
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
し

激
し
い
精
神
的
苦
悩
、
栄
養
障
害
、
睡
眠
不

足
や
肉
体
的
過
労
、
あ
る
い
は
、
運
動
不
足

と
栄
養
過
剰
に
よ
る
肥
満
症
等
に
陥
る
と
三

つ
の
稔
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、
無
排
卵
性
月

経
、
月
経
異
常
、
無
月
経
が
超
こ
る
の
で
す

最
近
は
、
診
断
授
術
が
進
歩
し
症
状
の
分

析
や
検
査
を
駆
使
し
て
三
つ
の
臓
器
の
ど
の

部
分
に
故
障
が
起
き
て
い
る
か
が
、
察
知
さ

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
成
功
し
て
い
ま
す
。

そ
の
処
寵
は
、
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ

る
く
ら
い
多
種
多
様
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は

翼
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）

が
狭
心
症
で
す
。

●
心
筋
梗
塞

冠
状
動
脈
の
一
部
分
が
完
全
に
つ
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
動
脈
か
ら
酸
素
や
栄
我
を

も
ら
っ
て
い
る
心
筋
が
璧
暑
う
け
ま
す
。

こ
れ
が
心
筋
梗
塞
で
す
。

こ
の
よ
う
な
虚
血
性
心
疾
患
は
、
欧
米
で

は
擾
め
て
多
い
病
気
で
、
日
本
の
心
臓
病
も

こ
の
欧
米
型
の
仲
間
入
り
を
し
た
と
い
わ
れ

ます。そ
の
原
因
は
、
食
事
内
容
が
欧
米
化
し
て

き
た
こ
と
な
ど
や
、
職
場
や
社
会
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど

と
密
桜
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
専
門
医
へ

心
臓
病
も
、
他
の
成
人
病
と
同
じ
よ
｝
つ
に

4
需
繋
見
．
が
大
切
で
す
。
早
い
時
期
の

症
状
は
大
き
く
次
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す

①
息
切
れ
②
む
く
み
⑤
胸
稲
④
動
悸

⑤
脈
の
不
整
で
す
。

こ
の
う
ち
．
息
切
れ
．
と
．
む
く
み
．
は

血
液
を
循
課
さ
せ
る
ポ
ン
プ
と
し
て
の
心
臓

の
働
き
が
悪
く
な
っ
た
場
合
の
症
状
で
す
。

′
胸
締
．
は
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素
不
足
が

起
き
た
と
き
に
感
じ
ら
れ
、
胸
全
休
が
ジ
ワ

ー
ソ
と
し
め
っ
け
ら
れ
、
特
に
胸
の
中
央
に

あ
る
胸
骨
の
哀
側
に
熱
い
鋲
の
塊
が
入
っ
て

い
る
よ
う
だ
と
表
現
す
る
人
が
多
い
と
い
い

ます。
◆
動
悸
．
は
．
息
切
れ
．
と
一
緒
に
感
じ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
脈
の
乱
れ
が
あ

る
と
き
に
も
起
こ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
症
状
が
あ
る
と
、
心
臓
病
が
疑

わ
れ
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ほ
か
の
病
気
と
の

関
連
か
ら
も
起
こ
り
ま
す
。
「
お
か
し
い

な
」
と
思
っ
た
ら
専
門
病
院
で
満
密
検
査
を

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。



第380号　　　　　　　　　　　　　　a⑱西の餅（8）
m州日用州順i洲Ii洲欄間ii順i…il開聞ii順i州ii日間i間I”i川順…一間一i胴　順i……開聞剛i～i剛iI順i順i順…i‖…州i州Iii順ii相川潮間i順ii州！順i順i洲iili剛iin聞i肌日間肌用肌肌…洲剛Ii州i間i州間Iii…物議

下 調の逮顔面重電締着轟
◎時間の巾で、口：ローロ：口は、その時関内であれば可○

口：ローは、その時問から始まるので、時間までIC集まることo

日 �曜 �行　事　内　申　時　間i実施会場i担当係名 �����対象や終了時間などi詳細 離続富溜28。章一ジ 

12 ） �水 （ �閏ガン検診呼込み受付 � ��＜申込先＞ 役場 保健衛生係 �保健衛生係 】 

17 �月 �乳　　児　　相　　談 � ��役醐僅電車雑係 ��亀後3カ月児－6棚16ペ二 

20 �木 �車　大　学 �10：00－ ��中央公民館車会締係摩叢詣碧請式！ 

21 �金 �野　草　叙　事　⑨ �13：30－ ��中央公民館 �社会輔係惇綴了予定 

22 �匡 � �13：30－ ��醐閉止竺惇第分終了予定i 
22 23 �I土 日 �16回映写脚、翻会南盤ゐ ���中央公民館 �！＝・小 �繕諾絵育成会13ページ 

亨 3／9 �日 ！ 日 �）選挙人名簿の縦斑 �8：30－17：0惟謙窓。車務係 ����総轢菅耕作者、i 

T詰税の確定申9‥00－16幸弘醒車説係南開のみ∴幸一ジ 

尖配と忘）合同相談 �13 �00－－16：00 �車捌館 �福　祉　係 �籍轢統灘引 

24 ） �月 ） �　　　i 千寓ガン検診的込み受付時 　　　i ��30－17：00臆慧 ��保健純係層親指溜12日十ジ 

） 24 �） 月 �∴：－　∴「∴ ��一一17：00 �務壁書中背係 ��参鵬は小学校3、4章一ジ 年生以上の者 

25 �火 �「「∴∴∴ � ��雛会駐車民税係 ��殺所得のみ∴幸一ジ ‖塑かな心捕てる 　施策推進モデル町」 i研究発表会 �9：30・－ ��中央公輔車会教育係 ��紫綬議申込者　巨一ジ 

【＝「言‾‾‾‾言‾‾滋 �9‥50ーl役場保健室 ���i 保健衛生係 �議鮫付＿／＿＿．i＿＿＿＿上÷＿ 

26 27 �水 � �＜受付＞ ��i融民可保鰍粛 ��腿者のみ∴∴幸一ジ 中央公民館 �甲醐係 �由比 �） 2ページ 一般の　口 

婦人学級句中30－ ���甲公輔i社会敬謙 ��告：†∴　： 

tiJガン検車紀。：3。匡公民引離衛生係 �����鵬のみ∴∴幸一ジ 

所網の醒i－叫9：00－16中央公民車・氏秘儀十の醒　12ページ 

28 �金 � �＜受付＞ ��中央公輔車衛生係 ��i ；申込者のみ i �7ページ 

9：30－ ��中央公輔車会教育係匡擬丁予定i 

28 （ 316 �金 I 木 �∴∴∴∵言 ��※各1分間 �町内全域i礁∴務∴係 ��「組、のは消し†。つもりとi 消えたはず」i 



第380号

老齢基礎年金の額

60。i。。。円×（響監盤×］
（注）1）600000円は昭和59年度価格

2）加入可能年数は生年月日に応じて25－40年

老齢厚生年金 �老齢厚生年金 

（報酬比例部分） 

老齢厚生年金 � 
老齢基礎年金 （定額部分） 

老齢庫生年金の額

（平均月収）×（生驚喜て）×（加入月致）

築桑奉については被保険者の生年月日lこ応じて

丁鵠一誌‘こ逓渡します。

（年額）
配偶者　　　　　　　　18万円

2人までの子　　　　各18万円

3人目以降の子　　　　6万円

幽閉人的⑬公

薪
し
い
年
金
制
度
㊥

老
齢
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
（
新
国
民
年
金
）
と
老
齢
厚
生
年
金

（
新
蹟
生
年
金
）
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
新
制
度
が
適
用
さ
れ
る
四
月
一
日
に
六
十
歳
以
上
の
人
と
、

す
で
に
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
あ
り
の

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

四
囲
圏
国
語

①
支
給
要
件

老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
め
た
期
間
へ
資
格
期
間

と
言
い
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
も
含
む
）
が
二
十
五
年
以
上
あ
る

人
に
、
六
十
五
蔵
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
施
行
時
に
五
十
六
歳
以

上
の
人
は
、
資
格
期
間
が
二
十
五
年

以
下
で
も
よ
い
経
過
婚
霞
が
あ
り
ま

す。

制
度
改
正
前
に
厚
生
年
金
や
船
員

保
険
に
加
入
し
て
い
だ
期
間
は
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
期

間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
、
こ
れ

ま
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た

の
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
の
期
間
は
、

ク
カ
ラ
期
間
〟
　
（
給
付
の
計
算
に
は
入

ら
な
い
が
、
資
格
期
間
に
計
算
す
る
）

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
申
請
に

ょ
っ
て
支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
上
げ

た
0
、
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す。②
年
金
額

年
金
額
は
、

下
表
の
よ
う

に
計
算
さ
れ

ま
す
。な
お
、
年

金
額
は
物
価

の
上
昇
に
応

じ
て
改
定
（
ス

ラ
イ
ド
）
　
さ

れ
ま
す
。

③
加
算
額

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
も
、

歳
に
近
い
人
は
、
新
制
度
で
の
国
民

年
金
へ
の
加
入
期
間
が
短
い
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
任
意
加
入
期
間
が
な
い

か
ま
た
は
短
い
場
合
は
、
低
額
の
老

齢
基
礎
年
金
し
か
支
給
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

厚
生
年
金
の
配
偶
者
加
給
（
後
で
説

明
が
あ
り
ま
す
）
　
の
算
定
対
象
と
な

っ
て
い
た
妻
が
六
十
五
歳
に
な
っ
て

老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
い
始
め
る
と

き
に
つ
け
ら
れ
る
、
経
過
的
な
加
算

措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

加
算
額
は
、
月
額
、
最
高
一
万
五

千
円
で
妻
の
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ

れ
て
逓
減
し
、
新
制
度
施
行
日
に
二

十
歳
未
満
の
人
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金

被
保
険
者
期
間
（
保
険
料
を
支
払
っ

た
期
間
）
　
の
あ
る
人
が
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
つ
ま
り
六
十
五
歳
に
な
っ
た
と

き
、
図
の
よ
う
に
老
齢
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
厚
生
年
金
は
、

六
十
歳
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
は
支
給
開
始

年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
六
十
歳

か
・
皇
ハ
十
四
殻
ま
で
の
問
に
老
齢
厚

生
年
金
の
特
別
支
給
と
い
う
制
度
を

設
け
ま
し
た
（
図
参
照
）
。
た
だ
し
、

特
別
給
付
を
受
け
ろ
に
は
、
原
則
と

し
て
退
職
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
在
職
中
で
も
、
所
得
が

÷
定
額
未
満
の
方
に
は
減
額
支
給
が

①
支
給
要
件

老
齢
厚
生
年
金
は
、
厚
生
年
金
の

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
国
民
年
金
に

〝
強
制
加
入
〟
と
な
り
、
六
十
五
歳
か

ら
自
分
名
義
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。

し
か
し
、
改
正
法
施
行
時
に
六
十

あ
り
ま
す
。

②
年
金
額

老
齢
厚
生
年
金

の
年
金
額
の
計
算

は
下
表
の
と
お
り

です。ま
だ
、
六
十
五

歳
か
ら
の
老
齢
厚

生
年
金
に
は
経
過

的
加
算
措
置
が
あ

り
ま
す
。
計
算
の

方
法
は
特
別
支
給

の
老
齢
厚
生
年
金

の
定
額
部
分
の
額

か
ら
、
老
齢
基
礎

年
金
の
頼
（
た
だ
し
、
厚
生
年
金
の

加
入
期
間
に
か
か
る
額
に
限
る
）
　
を

引
き
ま
す
。
そ
の
差
額
が
経
過
的
加

算
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑧
加
給
額

厚
生
年
金
保
険
に
二
十
年
以
上
加

入
し
だ
方
で
、
そ
の
人
の
収
入
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
や
十
八
巌
未
満
の
子
　
（
そ
の
子
が

陣
富
者
で
あ
れ
げ
二
十
歳
未
満
）
が

い
れ
ば
、
左
表
の
金
額
が
加
算
さ
れ

ます。配
偶
者
加
給
は
、
要
が
六
十
五
歳

に
な
り
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

る
と
打
ち
切
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
配

偶
者
加
給
に
は
、

妻
が
六
十
五
歳
に

な
る
前
後
で
老
夫

婦
世
帯
の
受
け
取

る
年
金
額
に
大
き

な
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、
妻
の
生

年
月
日
に
応
じ
て

特
別
加
算
が
つ
け

ら
れ
ま
す
。


